【構造設備の概要②】
【構造設備の概要①】
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	☐ 薬　局
☐ 店　舗
☐ 営業所
	名　　　称
	○○ドラッグ

	
	所　在　地
	さいたま市○○区××一丁目２番地３

	
	電話番号（ＦＡＸ）
	TEL：048-****-****         （FAX：FAX：048-778-****　）

	
	メールアドレス
	[image: image2.bmp]abcdefg@*****.ne.jp

	
	その他
（公開している連絡先）
	090-****-****
カスタマーセンター　048-****-****
https://www.*********************
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　　事務室（休憩室）




　　　　　








　　　　　　

                         　　　　　

　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　






	
	〔薬局／店舗／卸売〕

  全体（総面積）
	〔薬局〕調剤室

〔卸売〕医薬品倉庫
	〔薬局／店舗〕

付属設備（事務室・更衣室・

トイレ等）を除いたエリア

	面　積

※内寸で算出（柱や壁を抜くこと）
	　　 228.53　㎡
	　　　　　 　㎡
	　　 194.51　㎡

	算出方法

※有効面積が算出できるよう実測し、計算式等を記入
	3.0×(13.0－6.7)＝18.9
2.8×1.8＝5.04

1.9×(10.0－2.9)－(0.6×0.6)＝13.13

4.5×10.0＝45.0

4.6×(13.0－6.7)＝28.98
6.6×17.8＝117.48

18.9＋5.04＋13.13＋45.0＋28.98

＋117.48＝228.53
	
	3.0×(13.0－6.7)＝18.9
1.9×(10.0－2.9)－(0.6×0.6)＝13.13

4.5×10.0＝45.0

6.6×17.8＝117.48

18.9＋13.13＋45.0＋117.48＝194.51

	１　メートル法で記入すること。
２　次のものは、該当がある場合には特に記入漏れのないようにすること。

□ 調剤室内の設備（調剤台、換気扇、冷蔵庫、毒薬庫等）

□ 透視面の位置・設置状況（薬局の場合）

□ 調剤室への進入防止措置（薬局の場合）

□ 情報提供設備

□ 医薬品陳列棚・陳列区画

（要指導医薬品・一般用医薬品のリスク別陳列状況を明示）

□ 医薬品を販売しない時間帯の閉鎖区域

□ 要指導医薬品・第1類医薬品の販売しない時間帯の閉鎖区域
□ 指定第2類医薬品の陳列棚と情報提供場所との位置関係

□ その他取扱品目に関する貯蔵・陳列場所

（医療機器、化粧品、医薬部外品、毒物劇物 等）

□ 当該薬局以外の薬局又は店舗販売業の店舗・住宅との接続部分

□ その他付属設備

（事務室、トイレ 、検体測定室 等）
３　この用紙に書ききれないときは、別紙を使用すること。



	構造設備
	
	建物の状況

	冷暗貯蔵設備
	有
	無
	
	種類（構造）
	鉄筋　鉄骨　モルタル　木造

その他（　　　　　　　　）

	毒薬貯蔵設備
	有
	無
	
	
	

	床の材質
	
	階　 　　層
	地上（　３　）階 ／ 地下（　０　）階

	□ コンクリート　

□ 板張り（フローリング）

□ プラスチックタイル（Ｐタイル）
□ その他　〔　　　　　　　　　　　　〕
	
	
	

	
	
	使 用 場 所
	（　３　　）階建の（　１　）階

〔フロア ：  全体  ／  一部  〕

	
	
	建物全体の概要図

	医薬品の販売　　　　〔薬局／店舗〕
	
	□ 独立した店舗　  □ 店舗兼住宅　
□ マンション内テナントエリア　　□ ビル又は大型店舗内　　
□ その他（　　　　　　　　　　　　）

EV

EV

階段

機械室

  ビル入口
入口

許可申請

エリア
他店舗

他店舗



	〔販売授与する医薬品の区分〕

□ 薬局医薬品(薬局製造販売医薬品を除く) ※ 薬局のみ
□ 薬局製造販売医薬品　　 ※ 薬局製剤許可施設のみ
□ 要指導医薬品　

□ 第１類医薬品

□ 指定第２類医薬品　

□ 第２類医薬品

□ 第３類医薬品
	
	

	
	
	

	要指導医薬品又は一般用医薬品の販売等を行わない時間帯における医薬品の陳列・交付場所の閉鎖方法〔薬局／店舗〕
	
	

	□ 閉店　　　　　□ アコーディオンカーテン
□ シャッター　　□ パーティション　　□ ネット

□ その他（　　　　　　　　　）
	
	

	
	
	

	医薬品購入者等が調剤室へ進入することができないようにするための措置の方法　　　　　　　　　　　　〔薬局〕
	
	

	
	
	

	□ カウンター及びスイングドア等による遮断

□ その他（　　　　　　　　　　　　　）
	
	

	
	
	

	

	　　　〔薬局／店舗〕

　陳列設備
	
	実施している措置
	販売等を行わない時間帯の有無

有の場合の閉鎖構造

	
	 要指導医薬品
	□ 陳列区画（陳列棚から1.2ｍ以内）に医薬品購入者が進入
できない措置（カウンターによる遮断 等）
□ 購入者が直接触れられない措置（陳列棚への施錠 等）
□ 陳列しない
	有・無
	□ シャッター　□ パーティション

□ その他

（スイングドア付カウンター内の保管棚に保管）

	
	 第１類医薬品
	□ 陳列区画（陳列棚から1.2ｍ以内）に医薬品購入者が進入
できない措置（カウンターによる遮断 等）
□ 購入者が直接触れられない措置（陳列棚への施錠 等）
□ 陳列しない
	有・無
	□ シャッター　□ パーティション

□ その他
（カギ付きの保管陳列設備及びスイングドア付カウンター内の保管棚に保管）

	
	
	
	
	

	　情報提供場所〔薬局／店舗〕
	情報提供場所の数
	１　ヶ所
	

	
	□ 薬局の場合
	□ 調剤室に近接する場所にある

	
	□ 要指導医薬品／第１類医薬品取扱い施設の場合
	□ 要指導医薬品／第１類医薬品陳列区画の内部又は近接する場所にある

	
	□ 指定第２類医薬品取扱施設の場合
	□ 指定第２類医薬品の陳列設備から７ｍ以内の範囲にある
ただし、下記の場合にはこの限りではない。
□ 指定第２類医薬品を鍵付陳列設備に保管する場合
□ 指定第２類医薬品陳列設備から1.2ｍ以内の範囲に医薬品の

購入者等が進入できない措置が講じられている場合

	
	□ ２以上の階に医薬品を通常陳列し、又は交付
する場所がある場合
	□ 各階の医薬品を通常陳列し、又は交付する場所の内部にある

	
	□ いずれにも該当しない
	

	

	無菌調剤室の共同利用について 〔薬局〕
	有
	無
	

	無菌調剤室提供施設
	名　　　称
	

	
	所　在　地
	

	
	
	

	その他管理に関する事項
	（例：照明の本数 等）
【照明】45W×20本、32W×15本


その他掲示等で公開している


連絡先等があれば記載（任意）





〔 平面図 〕
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〔 平面図 〕





〔 平面図 〕
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毒物劇物保管設備


（鍵付）





第１類医薬品


要指導医薬品


高度管理医療機器
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第１類医薬品（鍵付）


〔一部空箱陳列有〕





指定第２類医薬品 ／ 第２類医薬品 ／ 第３類医薬品


第２類医薬品 ／ 第３類医薬品





≪薬局の付属設備の有無について≫　※ 該当する設備〔有〕の場合にはレ点を入れること


□ 無菌調剤に関する設備


□ 放射性医薬品取り扱い設備（取り扱いがある場合にはその種類と取扱いに必要な設備の概要を添付）


□ 検体測定室





内寸で算出し有効面積を記載すること





該当する構造設備についてレ点を入れること





設置の有無について


マルで囲むこと





該当する床の種類に


レ点を入れること





該当する医薬品区分に


レ点を入れること





該当する医薬品区分に


レ点を入れること





該当する措置内容にレ点若しくは概要を記載すること





該当する措置内容に


レ点を入れること





該当する設置状況に


レ点を入れること









